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JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト 2024 

奈良の受賞者へ賞状を授与 
   

JICA が実施する「国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト」について、2024

年度は「未来の地球のために ～私たちにできること～」をテーマに作品を募集し

ました。この度、全国からの応募総数 36,202 作品（中学生の部：16,526 作品、高

校生の部：19,676 作品）の中から、「国内機関長賞(JICA 関西所長賞)」を受賞した

生徒の学校を JICA 関西が訪問し、賞状を授与します。訪問時には、世界に関心

を寄せる受賞生徒と国際協力経験豊かな JICA 関西・奈良デスクの国際協力推

進員が、国際協力や SDGs等について懇談予定です。 

 

世界とのつながりがますます深まる現在、未来と地球のために、生徒たちが何

を学び、どのような行動をしようとしているのか、ぜひ取材ください！ 

受賞生徒、学校教諭、奈良デスクへのインタビューが可能です。 

 

【日程】 3月 4日(火)16:00～ （30分程度） 

学校名 賞 学年 受賞作品名 学校所在地 

奈良教育大学附属 

中学校 

国内機関長賞 2 
ケニアで見た現実から未来への

挑戦へ 

奈良市法蓮町

２０５８－２ 

佳作 3 公園から地球へ 

特別学校賞（※） 

（※）5 年以上連続で学校賞（60 作品以上または全校生徒の 3 割以上の応募があった学校）を

受賞した学校が対象 

 

取材希望の場合は下記連絡先まで事前にご連絡ください。 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA関西 市民参加協力課 浅田 瑠理 

TEL：078-261-0384 E-mail：Asada.Ruri@jica.go.jp 

https://www.jica.go.jp/cooperation/experience/essay/index.html
https://www.jica.go.jp/domestic/kansai/office/suishinin.html#wakayama
https://www.jica.go.jp/domestic/kansai/office/suishinin.html#wakayama


 

 

＜参 考＞ 

【受賞作品概要】 

●国内機関長賞  奈良教育大学附属中学校 ２年 

タイトル：ケニアで見た現実から未来への挑戦へ 

ケニアを訪れて子供がシンナーを吸っていること、その理由が空腹を紛らわせるためだと知り、衝撃を

受けた。そしてケニアの街での体験から、食料供給の課題について深く知ろうと思い、気候を調べたり体

感したりする中で、水の問題があると考え、ムエア灌漑開発事業ダムを見学した。ダムが環境に与える

悪影響だけが取り上げられ、建設の障害は多かったが、ダムが完成すると米を食べられる人が増える

など、食料問題解決に貢献していることを、関係者の話を聞いて知った。ケニアで多くのことを学び僕が

できることを考えた。それはアプリやゲーム開発で、現地でお世話になった学校の学生たちとプログラミ

ングをしようと考えている。多くの人が学んだことの理解を深め行動に繋げることで、豊かな社会を実現

できると考える。 

 

●佳作 奈良教育大学附属中学校 3年  タイトル：公園から地球へ 

「ポイ捨て禁止」はもはや常識だが、そうではない忘れ物のごみの対応に必要なのは「地域の力」だと思

う。地域の公園の清掃活動によく参加するが、参加者のほとんどがお年寄りだ。ずっときれいな公園に

保つために、若い世代が積極的に参加すべきである。いつも遊ばせてもらっている公園に感謝の気持ち

を持ち、清掃をしてまた使わせてもらう。それは地球に対しても同じだ。全員で地球をきれいに保ち、ま

た暮らしをさせてもらう。ポイ捨てをなくすだけで片付かない問題は、世代を超えて全員で解決していくこ

とが、公園・地球の現状を変える鍵になるのではないか。 

 

 

【関西の応募（審査作品）総数】 

都道府県 中学 高校 全体 

滋賀県 1,001  324 1,325 

京都府 479 981 1,460 

大阪府 1,089 1,165 2,254 

兵庫県 292 633 925 

奈良県 396 7 403 

和歌山県 89 17 106 

計 3,346 3,127 6,473 

 

【エッセイコンテストの概要】 

次世代を担う中学生・高校生を対象に、エッセイを書くという行為を通じて、国際協力につい

て考えてもらうきっかけを提供し、開発課題や国際協力への興味・関心を高めてもらうことを目

的に実施。1962 年度に「海外移住懸賞作文」として開始され、2024 年度は高校生の部が 63 回

目、中学生の部は 29回目を迎える事業。 

最終審査員長は中学生の部に尾木直樹氏（教育評論家・法政大学名誉教授）、高校生の部

に星野知子氏（俳優・エッセイスト）を迎える。 

国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト HP （右QRコード参照） 

 

https://www.jica.go.jp/hiroba/program/apply/essay/index.html

